第４学年　学級活動（２）指導案
1　　題材名　　　　　「給食の時間の過ごし方を見直そう」～楽しく気持ちのよい給食～　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（カ）学校給食と望ましい食習慣の形成）
2　　題材設定の理由
本校では、集団活動や異年齢等の交流活動を大切にし、それぞれの関わりの中で自分の役割を果たし自分のよさを感得したり互いのよさを認め合ったりして、表現力、社会性、人間関係形成能力の育成に努めている。食育をその育成のための手だてととらえ、各学年の食育の取組みを全校生や他学年に伝える活動を行ったり、給食委員会や放送委員会そして学級の各係の活動の場としたりするとともに、週１回は全校放送をなくし、学級が工夫して楽しく食べる給食の時間として位置づけている。
本学級はその時間に音楽を流すことを決め、会話を楽しみながら楽しく食べることにしている。しかし最近、準備に時間がかかり、給食の時間が十分に取れず、楽しい時間になりにくくなっている。「給食の時間は好きですか」という質問には９０％の児童が「好き」と答え、その理由は「おいしいから」「みんなと話ができるから」があげられた。しかし、残りの１０％は「あまり好きでないと答え、理由としては「早く終わらない」と答えていた。友達と話をしながら給食の時間を過ごすことは、お互いの交流を深め、人間関係を育てるものであるが度を超えれば友達に迷惑をかけることにつながる。給食の時間の過ごし方を準備の仕方、食事マナー、衛生等の観点から見通し、楽しく気持ちのよい食事ができるようにしていこうとする態度を育てることは、学級を望ましい集団として育てるためにも、食事を楽しみ、食事作りや準備に関わろうとする望ましい習慣を形成するためにも大切なことである。
そこで、給食の準備や給食の時間の過ごし方を振り返り、改善策を話し合い、個々のめあてを決める活動を通して、楽しく気持ちよく食事をする大切さと方法を身に付けさせたいと考え、本題材を設定した。本時では、みんなが楽しく過ごせるようにするための意見発表のカードに付箋紙を利用して同様な意見を集約し、自己決定へとつなげ、実践化を図りたい。
３　「食べる力」との関連
	 食べる力の要素
	        ○　期待する姿

	食事作りや準備に関
わる
	· 係や当番活動など、自分に与えられた仕事は安全や衛生に注意して行うことができる。
係や当番活動がない場合は、換気や机の整理整頓など食事の準備に協力することができる。

	一緒に楽しく食べる
	○　給食の時間を楽しく食べるという学級の取り組みに積極的に関わり、一緒に楽しく食べようとする。


４　　実施計画
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５　本時の目標
　給食の時間の過ごし方を見直し、友だちが楽しく気持ちよく過ごせるようにするためにはどうすればよいか考え、実践しようとする態度を育てる。
　○　友だちが気持ちよく食事をするための方法について現状を判断し、話し合うことができる。
　○　友だちと楽しい給食時間にするために、自分の実践内容をまとめることができる。
６　展開
	段階

	　　　学習活動・内容

	時間形態
	   　　　○指導上の留意点
	 ※評価
	
	 資料


	
	
	
	
	

	課
題
の
意
識
化

	１　給食の準備や給食の時間の実態を知り、問題意識を持つ。
　○　給食の時間が好きな人が多い。　
○　給食の時間が嫌いな人もいる。
２　めあてをつかむ。

	５分一斉

	○　給食委員が給食の時間についてのアンケート結果を提示し、給食の時間の好き嫌いの人数から今までの給食の時間を振り返り、給食の時間の過ごし方について課題意識を高めることができるようにする。

	・事前アンケート調査結果
・イラ
スト①


	
	
	　みんなが楽しく気持ちよく過ごせる給食の時間にしよう。

	
	
	
	

	
	
	
	
	

	課
題
の
追
求

	３　「音楽をかけて楽しい給食の時間にする」という学級の給食の時間の過ごし方を振り返り、直したいことを話し合う。
○　準備の段階
○　食事中のマナー
○　後片づけ
４　みんなが楽しく過ごせる給食の時間にするために、改善することを話し合う。

	10
分
一斉
20分
一斉

	○　学級独自の給食の時間をもっと楽しくするためにできていることとできていないことを話し合わせ、改善策を考えやすくする。
○　準備・食事・後片づけの段階ごとや、給食当番や係活動の有無に分けて考えられるようにする。
○　なかなか思い浮かばない場合は、アンケート結果の「給食の時間が嫌いな理由」に着目させ、みんなが楽しく食事ができるようにするための方策を考え、話し合うことができるようにする。
○　準備は桃色、食事は黄色、後片づけは水色のカードに、一枚につき一項目ずつ記入させ模造紙に貼る活動を通して共有化を図る。
○　準備と後片づけについては給食当番や係活動の有無に分けて考えさせる。
○　「話をしない」という意見が出た場合、話をすることが問題ではなく、声の大きさや話題など別な点に問題があることに気づかせるなど、個別に支援する。 
○　似たような意見をまとめて板書する。
○　学級で楽しく気持ちよく給食を食べるためには自覚と協力とマナーが大切であることを強調し、確認させる。
	・ワークシート
・色別カード
・模造紙


	
	
	
	
	※　友だちが気持ちよく食事をするための方法について現状を判断し話し合うことができたか。  （発表）
	
	

	
	
	
	
	

	課
題
の
解決

	５　みんなが楽しく過ごせる給食の時間にするために、自分ができることを決め、発表する。

	10
分個別

	○　話し合いの意見をもとに、自分がこれまで守れなかった課題とその解決策をまとめるようにする
	・ワークシート
・イラスト②

	
	
	
	
	※　友だちと楽しい給食時間にするために、自分の実践内容をまとめることができたか。  　
（発表・ワークシート）
	
	

	
	
	
	
	


７　評価規準
　○　給食の時間の過ごし方に関心を持ち、楽しい給食の時間にしようとしている。　　　　　（関心・意欲・態度）
　○　給食の時間の過ごし方を振り返り、楽しいこととそうでないことを区別して考え判断している。（思考・判断）
　○　楽しい給食の時間にすることについて、具体的な改善策をまとめ、実践することができる。　　（技能・表現）
　○　楽しい給食時間にする大切さがわかり、その方法を理解している。　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）
８　準備・資料等
・給食の時間アンケート
	 【参考】「食事の準備」「食の安全」について学級活動で学習する際に活用できる事業の紹介
 　○保健所　出前講座「小学生の食の安全教室」について
 　・　県内の各保健所（郡山市、いわき市を除く）において実施されている。
 　・　小学生を対象に、食品の安全に関する情報を積極的に提供することにより、健全な食生活を実践する能力を育むことを目的としている。
 　・　「正しい手洗いの方法」講座では、実際に手洗いチェッカー（蛍光ローションとブラックライト）を用いて手洗いの実習（効果判定）を行うことができる。
 　・　手には多くの雑菌がおり、石けんを使って丁寧に洗い、清潔なハンカチで拭かなければきれいにはならないことを体験をとおして理解させることができ、準備や衛生の指導等に活用できる。


９　板書計画


１０　授業の実際
	学習活動･内容
	教師の働きかけ
	     　児童の反応
	 資料等
	

	１　給食の準備や給食の時間の実態を知り問題意識を持つ。
２　めあてをつかむ。

	○この間とった、『給食の時間に感じていること
調べ』の結果を給食委員から発表してもらいます。
○給食委員さん、ありがとうございました。みん
なは発表を聞いてどんなことを感じましたか。
この様子を絵にするとこんな感じでしょうか。
○では今日は『みんなが楽しく過ごせる給食の時
間にしよう』というめあてで話し合っていきましょう。
	・ほとんどの人が『給食は好き』と答えていました。その理由は『給食がおいしい』『友達とおしゃべりができる』が多かったです。
・でも『給食の時間が嫌い』と答えた人もいました。その理由は『音楽がなっても話をしている』『早く終わらない』などでした。わたしも給食当番の時、騒いでいて準備のじゃまになったり、みんなで決めた音楽を聴く時間が少なくなったりして困ることがあります。

	
	
	
	 　『給食の時間に感じていること調べ』
 ①　給食の時間は好き・・・・・・３０人
  　理由・給食がおいしい。
　      ・友達とおしゃべりができる。等
 ②　給食の時間が嫌い・・・・・・・３人
　　理由・音楽がなっても話をしている。
　　　　・早く終わらない。等
	

	
	
	・どうすれば、よくなるだろう？

	３　「音楽をかけて楽しい給食の時間にする」という学級の給食の時間の過ごし方を振り返り直したいことを話し合う。
４　みんなが楽しく過ごせる給食の時間にするために改善することを話し合う。

	○『音楽をかけて楽しい時間にする』という学級の給食の時間の過ごし方について、今の過ごし方がどうなっているか振り返り、できていることと直したいことを確認してみましょう。
○できていることは何ですか。直したいことは
何ですか。
○みんなの直したいことをまとめると、まず
①準備の仕方、②食事中のマナー、③後片付
けにまとまりそうですね。
それでは、楽しく食べるために、次の３つの点
から具体的にどうしたらよいか話し合いましょ
う。
①準備の仕方、②食事中のマナー、③後片づけ
の３つです。準備と後片づけについては、係の
人とそうでない人とに分けて考えましょう。
○３つの観点について、色別のカードに書いて模造紙に貼りましょう。
○いろいろな意見が出ましたね。
○みんなの意見を見ると、給食のきまりを守ること、食事マナーを守ることに分けられますね。まずは給食のきまりを守るという、一人一人の自覚と協力が大切ですね。そこに、食事マナーを守ろうという気持ちを付け加えれば、みんなが給食の時間を楽しく過ごすことができそうですね。
	・リクエスト係はきちんとアンケートをとっています。音楽は時間通りに流しています。
・音楽がなっても、まだ準備をしているときがあります。
・音楽を聴かないで大きな声でおしゃべりをしていることがあります。
・わざと笑わせて食べるじゃまをするときがありました。
・給食時間が長くかかるため、片付けに時間が短くなってしまいます。
・準備の時間を早くしないと全体的に遅くなりじっくり音楽を聴きながらは食べられないね。
・授業が終わったら給食当番はすぐに着替えて移動する。
・他の人は準備の時間は、給食当番のじゃまにならないように席に着く。
・清潔に気を付けて準備をする。
・食べているときは、大きな声や口の中にものを入れて話さない。
・音楽がなったら静かにするよう声を掛け合う。
・後片づけの時、食器かごに食器をきちんと重ねる。


	５　みんなが楽しく過ごすことができる給食の時間にするために自分ができることを決め発表する。
	○では、みんなの意見を参考に、自分で気を付
けることを決めましょう。
	・給食当番の時、着替えが遅くなることがあるので、直すようにします。
・わたしは給食当番の服装が整っていなかったので特に清潔なマスクを忘れないように清潔にします。
・音楽がなる前でも、当番以外の時は席に静かについて待ちたいです。
・給食の時間は小さな声でお話します。
・音楽をみんなで楽しむことができるように班の人たちと声を掛け合うことにします。


１１　学習プリント等
＜ワークシート＞
                                    ４年　名前
題名　　　「給食の時間の過ごし方」
めあて
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わたしが決めたこと
	
  今まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので、
　これから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

	

	

	

	


《児童のワークシートより》
	　　今まで、わたしは音楽がなると静かに
していましたが、周りがうるさくても注
意をしませんでした。これからは、進ん
で声をかけるようにしたいと思います。
	
	　　今まで、ぼくは「食事マナーを守ろう」
という自覚が足りませんでした。一人一
人がしっかりと自覚してみんなが楽しい
給食の時間を過ごせるようにしたいです。
	


１２　事前・事後の活動の様子
（１）事前の活動
  　①３年学級活動       「食の安全教室」
 　　「手をしっかり洗おう」では、学校栄養職員の話も交え、清潔への意識を高めた。

　 ②事前調査　　　　　「給食の時間に感じていること調べ」
　　 給食委員会により給食の時間の意識調査を行った。
　　※　調査項目
　　　　　１　給食の時間は好きですか。きらいですか。
1 　　　すき　　　　　　　　　　きらい
　　　　　　　　　　　　
2 　　　①の理由を書きましょう。
（２）事後の活動
①　全校集会での発表・・・「給食の時間の過ごし方」に関するポスターを紹介した。
「ぼくたちは、皆さんにも
　　楽しい給食の時間にしてほしいと
　　思い、ヒントをポスターにして
仕上げました。ぜひ学級に貼って
ください。」
3 　学級通信で家庭に啓発
	
	     協力して、楽しい給食の時間にしよう！

  　　学級活動の時間に
「みんなが楽しく気持ちよく過ごせる給食の時間にしよう」　　　　　　　　　　　　　　　というめあてで話し合いました。

・給食のきまりや食事のマ　ナーを守ることが大事で　あること
・一人一人の自覚と協力が必要であること
を確かめ合い、具体的にどのような行動をするべき　か意見を出し合いました。
また、その内容を全校集会で発表し、楽しい給食も　時間にするよう呼びかけました。
家庭でも食事環境について見直す機会があるといい　ですね。
	

	
	
	

	
	
	


１３　○成果と◎さらなる充実のために
（１）本時の授業から
 　○　自分の給食の時間の過ごし方を振り返ることにより、楽しいことも度が過ぎれば悪ふざけになり、友達に嫌な思いをさせていることに気づかせることができ、集団における自己を見つめるきっかけとなった。
   ○　「現在の状態」「理想的な状態」の両方のイラストを提示したことにより、児童もイメージをつかみやすくなり、どうすればいいのかを考える上で、大きなヒントになった。
 　◎　生産者、調理員等からビデオなどで子どもたちへのメッセージを伝え、自分たちが実践しようとしていることが、給食に携わっている方々にとってもうれしいことになることを知らせることで、給食に携わっている方々に感謝し、さらなる実践の意欲につながると思われる。
（２）その後の児童の様子から
   ○　授業で使った資料を掲示し、常に意識させることで互いに気を付け、みんなが楽しい給食の時間を過ごせるようになった。
   ◎　習慣化されるまで、根気よく指導をし続ける。食育の日、食育月間、学校給食週間などの活用も有効である。
   ◎　学習したことを家庭生活でも生かすには、家庭との連携が不可欠であるので、楽しく会話をしながら家族で食事を摂ることの大切さやマナー等を機会をとらえて啓発し継続化を図りたい。
       【事前アンケート】


   給食時間実態調査


（給食委員会）





【課題】「みんなが楽しい給食時間になっていない」　　





    「ワークシート」の活用





       本時


【学級活動】


「給食時間の過ごし方を見直そう」





     【全校朝の会】


　給食の準備に関わるポスターを紹介し、全校生に啓発する。


【家庭】


・学級だよりで学習したことの紹介


・学級懇談会、個別懇談会での啓発





関連


【3年学級活動】「食の安全教室」


【6月学級活動】「給食時間を楽


しくしよう」





    【目標】給食の時間の過ごし方を見直し、友だちが楽しく気持ちよく過ごせるようにするためにはどうすればよいか考え、実践しようとする。





めあて


　　みんなが楽しく過ごせる給食の時間にしよう


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜今の過ごし方＞　　＜みんなの意見＞　＜意見のまとめ＞
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イラスト②（理想）





イラスト①（現在）





給食の時間調べ集計表








